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序

仙台市の文化財保護行政に対 しまして、日ごろか ら多大な御協力を賜 り、ま

ことに感謝にたえません。

さて、当市では、暮 らしやす く環境にやさしい新 しい都市づ くりを進める

ため、軌道系交通機関を基軸 としたまとまりのある集約型の市街地形成への転

換を図ってお り、その主要な施策 として、高速鉄道東西線プロジェク トを進め

てお ります。今回の発掘調査はそれに伴う確認・試掘調査です。調査は計画路

線のなかで川内地区を中心に行われ、近世を主として貴重な成果が得 られまし

た。

先人の残 した貴重な文化遺産を保護 し、保存活用を図りつつ次の世代に継承

していくことは、現代に生きる私たちの大きな責務であると考えてお ります。

また、文化財の保護につきましては、地域の皆様の深い御理解 と御協力が必要

とな ります。

その意味でも、今回の調査成果が地域の歴史を解き明かしていくための貴重

な資料 とな り、多 くの方々に活用されれば幸いです。

最後にな りましたが、発掘調査な らびに本報告書の刊行に際しまして、御協

力くださいました皆様に深く感謝申し上げる次第です。

平成 17年 1月

仙台市教育委員会

教育長 卜可 音【芳 吉



例   言
1.本 書は、高速鉄道東西線建設事業に伴い実施された埋蔵文化財の確認 。試掘調査の概要報告書である。

2.発 掘調査は、株式会社第二開発が仙台市教育委員会の委託を受け、仙台市教育委員会の指導監督のもとに行った。

3.本 書の作成・編集は、仙台市教育委員会文化財課 斎野裕彦、株式会社第三開発 澁谷正信・北原正範が行った。

4.本 書の執筆は、斎野裕彦の責任と指導のもとに、株式会社第三開発が行った。

株式会社第二開発の分担

・ I-2、 Ⅲ、V～Ⅶ…………北原正範

・Ⅱ、Ⅳ、Ⅷ ……………………澁谷工信

5.調 査および報告書作成にあたり、下記デジタル機器を使用し、CD入稿とした。

測量・遺構計測 「リプログラフ」 (株式会社こうそく)、 遺構図版作成・遺物実測図作成・編集 「ア ドビ

CS」 (adobe社)「エクセル」 (MS社 )、 ApplePowerMacG5

6.本 調査の実施および報告書の作成に際し、次の諸氏・機 Falよ りご指導、ご教示、また、さまざまなご協力を

賜った。記して敬意を表す次第である (敬称略順不同)。

松本秀明 (東北大学大学院理学研究科)  藤沢 敦 (東北大学埋蔵文化財調査研究センター)

佐藤 洋 (仙台市博物館)  渋江芳浩 (日本考古学協会員) 黒尾和久 (日 本考古学協会員 )

秋岡礼子 (特定非営利活動法人 歴史・環境 。まちづくり)  東北大学

7.発 掘調査に関わる一切の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

凡   例

1.本 書の上色は、新版標準土色帳 (農林水産省農林水産技術会議事務局 1998版)に準拠している。

2.図 中の座標値は、日本測地系座標を使用した。

3.本 文図版等で使用した方位は、すべて真北で統一してある。

4.標 高値は、海抜高度 ω.P)を 示している。

5.遺 構図は、原則として 1/80掲載とした。その他の図面については、各図のスケールを参照されたい。

6.遺 構名の略称として SD:溝跡 。清状遺構 SE:井戸 SK:土坑 P:ピ ット SX:性格不明遺構を使用した。

7.遺 構図において、□ は攪乱の範囲、「S」 は礫を示している。

8,遺 物の登録・整理および報告書での表示には、以下の分類と略号を使用した。

A:縄文土器 F:丸瓦・軒丸瓦 H:そ の他の瓦 I:陶器・妬器他 」:磁器 K:石器

9.遺 物実測図は原則として 1/3で、石器は 2/3で掲載した。

10.遺物実測図において、外形線・中心線・区画線は実線で、稜線は破線で、釉薬など表面装飾の境界線は一点鎖線 (施

釉部・無釉部の境界)ないし二点鎖線 (複数種の釉薬間の境界)で表した。中心線が一点鎖線のものは、図

上復元実測図である。破損部は、推定復元状態を実線で表した。
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I.調査の概要

1 調査の経緯

平成 11年 5月 、仙台市教育委員会と当時事業主管局であった仙台市都市整備局との間で、高速鉄道東西線建設

事業に伴う遺跡の取り扱いについての第 1回 目の協議が持たれた。その後、事業主管局は仙台市交通局に移され、

平成 15年度より仙台市教育委員会との本格的な協議が開始された。

高速鉄道東西線事業計画予定路線内における、周知の遺跡及び遺跡外の状況把握のため確認調査及び試掘調査を

まず実施し、その結果を踏まえ本調査を必要とする箇所を決定し、これを基に発掘調査を順次、事業計画に沿いな

がら進めて行くことが両者間で確認された。

以上の協議事項に基づき平成 16年度より、発掘調査が開始される運びとなった◇発掘調査の初年度にあたる今

年度は、対象地区を仙台城跡及び周辺地区、西公園地区とし、確認調査 。試掘調査を実施した。確認調査は 3箇

所、試掘調査は 1箇所である。これらの内、事業計画予定路線内のものは 3箇所、関連工事地内のもの 1箇所であ

る。確認調査・試掘調査のトレンチ総数は 18箇所、総面積は448ポである。調査は、A区の仮称国際センター駅

部の確認調査を平成 16年 6月 14日 に開始し、D区の仮称西公園駅部隣接地の試掘調査を同年 9月 17日 に終了し、

本年度の野外調査を完了した。

図 調査区位置図

1

第



2 調査要項

遺 跡 名

所 在 地

調 査 主 体

調 査 担 当

調 査 面 積

調 査 期 間

仙台城跡   (宮 城県遺跡番号第 01033号 、仙台市文化財登録番号 C-501号 )

川内 A遺跡  (宮城県遺跡番号第 01558号 )他

宮城県仙台市青葉区川内・青棄山・桜ヶ岡公園地内

仙台市教育委員会 (生涯学習部文化財課 )

調査係主査 佐藤甲二

調査係主任 斎野裕彦

調 査 員  澁谷工信 (株式会社第二開発 発掘調査部 )

調査補助員 北原正範 (株式会社第二開発 発掘調査部 )

448rポ

A区 (仮称国際センター駅部)180∬ (今回の仙台城跡隣接地試掘調査結果を受けて平成 16年 7

「川内 A遺跡」として遺跡登録 )

B区 (扇坂 トンネル部)   108∬ (仙台城跡隣接地試掘調査 )

C区 (亀岡トンネル部)    90∬ (仙台城跡確認調査 )

D区 (仮称西公園駅部隣接地) 70∬

A区 平成 16年 6月 14日 ～平成 16年 6月 25日

B区 平成 16年 8月 24日 ～平成 16年 8月 27日

C区 平成 16年 8月 18日 ～平成 16年 9月 3日

D区 平成 16年 9月 6日 ～平成 16年 9月 17日

Ⅱ.立地と歴史的環境

調査対象となった仙台城跡及びその隣接地、川内 A遺跡他は、仙台市街地の西方、青葉山山麓、北と東を広瀬川、

南を竜の回渓谷に囲まれた広瀬川中流域の河岸段丘面に立地している。河岸段丘は丘陵地帯から、青葉山段丘・仙

台台ノ原段丘・仙台上町段丘・仙台中町段丘 。仙台下町段丘の 5面で形成され、広瀬川右岸の A区は仙台下町段丘、

B区 は仙台中町段丘相当面、C区は仙台上町段丘面、広瀬川左岸の D区は仙台中町段丘面に立地す舟
)標
高は約

40mか ら 70mで ある。

l A区

A区は広瀬川中ノ頼西側、川内地区を南北に分ける沢の北側、仙台城跡北東端部から北東へ 30mの仙台下町段

丘面に立地し、標高は約 40mを測る。近年まで仙台商業高校グランドであったが、現在では駐車場等として利用

されている。A区は『奥州仙台城絵図』 (第 2図 -1)に おいて侍屋敷と記されており、二の丸北方武家屋敷地区

内に位置している。『イ山台城下絵図』・『安政補正改革仙府絵図』 (第 2図 -2・ 3)で は、御炭蔵と記されている。

また、明治以降では軍の施設が置かれ、大正、昭和にかけては兵器廠として利用された。第二次大戦後は米駐留軍

の管轄となり、昭和 32年に返還され現在に至っている。

2 B区

B区は仙台城跡北東端から北へ 20mの 仙台中町段丘相当面に立地し、標高は約 47mを 測る。現在、広く平坦

な面は東北大学川内キャンパス内グランドとして利用されている。絵図によると (第 2図 -1・ 2)、 調査区が位

置する仙台城二の丸北側は沢と堀が存在し、これを境に、北方は大きく地割された武家屋敷地が描かれている。明

治以降では、A区 と同じく軍施設が置かれた。



3 C区

C区は仙台城跡北西端から南へ 20mの仙台上町段丘面に立地し、仙台城跡の北端部に位置する。標高は約 70

mを測る。東に位置するB区との比高差は約 20mを測り、500m程の距離で緩やかに傾斜しながら仙台中町段丘

へ標高を下げる。現在は東北大学川内キャンパス構内の駐車場として利用されている。『仙台城下絵図』・『安政補

正改革仙府絵図』 (第 2図 -2・ 3)においては、江戸時代初頭より中期以降幕末まで、屋敷地として利用されて

いたと考えられる。明治以降では A・ B区と同じく軍施設が置かれ、昭和 2o年には仙台空襲により仙台城の全て

の建物は焼失したといわれている。戦後は米駐留軍の管轄となり、返還される昭和 32年以降東北大学川内キャン

パスとなる。構内は 1970年代以降多くの施設建設に伴い、主に東北大学埋蔵文化財調査研究センターにより調査

が行われている。

4 D区

D区は仙台城跡から東へ 300mの仙台中町段丘面に立地し、広瀬川に架かる大橋の北東側、桜ヶ岡公園地内に

位置する。標高は約 43mを測る。D区は仙台城大手門に通じる主要な幹線道の近くに位置し、絵図においても武

家屋敷と町屋敷の境界付近であったことが窺える。昭和初期には西公園ならびに公會堂として記されている (第 2

図-4)。 現在は公園・グランドなどとして利用されている。

1.『奥州仙台城絵図』(正保2。 3年 1645。 6) 2.『仙台城下絵図』(天明6～寛政元年 1786～ 9)

寧識
犠

3.『安政補正改革仙府絵図』 (安政3～ 6年 1856～ 9)

第 2図 絵図

4.『昭和十一年現在最新仙台市全図』

古地図における調査区の位置
D



Ⅲ .調査方法と経過

設定された調査区の表土層を重機により排土し、その後人力にて遺構確認を行った。今回は確認 。試掘調査であ

り、一部を除いて遺構掘削は行わず、平・断面の土層堆積状況を観察し、計測・写真撮影を行い記録した。計測作

業は調査対象箇所が広範囲にわたるため、D区を除いて調査グリッドの設定は行わず、路線敷センター杭の国家座

標 (日 本測地系座標)を もとに電子測量用杭を適地に設けた。これらの杭を基準に光波測量器により調査区位置を

設定し、全体平面図・遺構平面図・断面図実測ポイント・遺物出土位置の計測を行った。標高は指定された標高基

準点よリレベル測定器にて移動を行い、上記測量用杭に標高を設定し、光波測量器による各計測ポイントに標高値

を持たせデータ化した。検出された遺構名の略語に関しては凡例に表示した。遺構番号は各トレンチごとに検出順

に通し番号で表記した。

出土遺物は出土年月日順に番号を付け取り上げ、登録した。D区は座標に沿った 5mグ リッドを設定 (原点 x

-2905、 y-193500を Alグ リッド北西角とした)し、出土位置の特定が困難な遺物はグリッド別、層位別に

番号を付け取り上げた◇         ´

計測されたデータは測量ソフトを用いデータ編集を行い、 ドローソフトにより、断面図と合わせ国家座標上に図
面化した。報告遺物は手実測とデジタル実測を併用し、実測図の作成を行った。

l A区

A区の試掘調査は平成 16年 6月 14日 ～ 6月 25日 に実施した (9日 間)。

基準点・水準点移動をし、調査区 No.1～ No.6ト レンチを設定。仮設設置。

No.1～ No.4ト レンチ重機掘削。

No.5。 No.6ト レンチ重機掘削。 No.1ト レンチ遺構確認、平面写真撮影。

No.2ト レンチ遺構確認、平・断面写真撮影・作図。

No.5。 No.6ト レンチを重機掘削。No.1ト レンチ再度平面写真撮影。断面写真撮影・作図。

No.3。 No.4ト レンチ遺構確認、平・断面写真撮影。No.5ト レンチ遺構確認、平・断面実測 。作図。

No.6ト レンチ遺構確認、平面実測 。作図。

No。 1・ No.5ト レンチ再度重機掘削。平・断面写真撮影。

No.6ト レンチ再度重機掘削、平・断面写真撮影、平面実測・作図。埋戻し◇

No.1・ No.3～ No.5ト レンチ平・断面写真再撮影、断面実測・作図、平面実測・作図。

No.2～ No.4ト レンチ埋め戻し。

No.1ト レンチ埋め戻し。No.5ト レンチ埋め戻し。各 トレンチの転圧および整地。仮設撤去◇

6月 14日

6月 15日

6月 16日

6月 17日

6月 18日

6月 21日

6月 22日

6月 24日

6月 25日

2 B区

B区の試

8月 24日

8月 25日

8月 26日

8月 27日

掘調査は平成 16年 8月 24日 ～ 8月 27日 に実施した (4日 間)。

基準点・水準点移動をし、センターライン復元。調査区 No。 1～ No.6ト レンチを設定。仮設設置。

No.1～ No.6ト レンチ重機掘削。No.1ト レンチ遺構確認、平・断面写真撮影、平面実測・断面略図実測・

作図。No.1ト レンチは、深度が 2mを超えたため、危険につき埋め戻し。

No.2～ No.6ト レンチ遺構確認。平・断面写真撮影。断面実測・作図、平面実測・作図。

No.2～ No.6ト レンチを埋め戻し。各 トレンチの転圧および整地。仮設撤去。



C区の確

8月 18日

8月 19日

8月 20日

8月 23日

8月 24日

8月 25日

8月 27日

8月 30日

8月 31日

9月  1日

3 C区

9月  2日

9月  3日

9月  6日

9月  7日

9月  8日

9月  9日

9月 10日

9月 13日

9月 14日

9月 15日

9月 16日

9月 17日

認調査は平成 16年 8月 18日 ～ 9月 3日 に実施した (12日 間)。

基準点・水準点移動をし、調査区 No。 1,No.2ト レンチを設定。仮設設置。

No.1。 No.2ト レンチ重機掘削。

No.1・ No.2ト レンチ遺構確認、平面写真撮影。

No.1・ No.2ト レンチ平・断面写真撮影、断面実測 。作図、平面実測 。作図。

No.1・ No。 2ト レンチ埋め戻し。各 トレンチの転圧および整地。

No.1・ No.2ト レンチ舗装復旧。仮設撤去。

調査区 No.3～ No.5ト レンチを設定。仮設設置。

No.3・ No.4ト レンチ重機掘削。

No.3・ No.4ト レンチ遺構確認、平・断面写真撮影。No.5ト レンチ重機掘削、遺構確認。

調査区 No.3～ No.5ト レンチを設定。仮設設置。No.3ト レンチを埋め戻し。

No.4・ No.5ト レンチを埋め戻し。舗装復旧。

仮設撤去。

4 D区

D区の試掘調査は平成 16年 9月 6日 ～ 9月 17日 に実施した (10日 間)。

基準点・水準点移動をし、調査区を設定。仮設設置◇

調査区重機掘削◇遺構確認。

調査区重機掘削。遺構確認。確認写真撮影。遺構掘削。

遺構確認。平面写真撮影。遺構掘削。

遺構平・断面実測・作図。平・断面写真撮影。遺構掘削。

遺構掘削。遺構平・断面写真撮影。断面実測・作図、平面実測・作図。

遺構掘削。平・断面写真撮影。断面実測・作図、平面実測・作図◇

調査区平・断面写真撮影、壁断面実測・作図、平面実測・作図。

調査区埋め戻し。転圧および整地。

仮設撤去。復旧作業。

表 査工程表l 調査 工 程表 ぬ 区 B区 。C ⊃区

作 業 内 容
6月 7月 8月 9月

41 3 15 3:

調査事務所設置
器材搬入

担

測量基準点設置 日1口

表土重機排土

“

コ Bロ

遺構検出
検出遺構写真撮影 障 帯 相

検出遺構等測量 H 申

…

調査区埋め戻し ‐Ｂ
‐

‐■
‐

基礎整理 暉 コ

器材搬出
調査事務所撤去

H

各区の調査期間
A区

一

B区・ Ctt    D区

ー



Ⅳ oA区の調査成果

1 調査区の設定および基本層序

路線敷センターラインに沿うように 6箇所の トレンチを設け、西側よりNo.1か らNo.6ま での名称を付けた。

路線敷の幅が 16mということから、なるべく全体の状況を把握するため長軸を東西、南北方向にそれぞれ配置した。

全て 3× 10mの長方形で設定したが、掘削深度はそれぞれで異なっている。延べ調査面積は 180∬である。掘削

においては、近 。現代の盛土層の堆積が厚く、砂礫層上面を確認するために深度が 2mを越えるトレンチもあった

ため、安全上の理由から幅 3mよ り広く掘削を行ってから段状に掘り進めた。A区の基本層序は第 3図のように各

トレンチごとに盛土および旧表土より、ローマ数字を用い層位を表記した。各 トレンチ間の層位の対応関係は厚さ

10cm程の炭化物・焼土主体の層を破線で、遺構確認面を実線で結び、遺構が検出された層準を<で表記した。

基準点の座標

点名 X座標 Y座標
ら
雖
約
距
起

の

A
-193431 801
-198123 070

2310 638
2010 733

-193437 778

-193129 048
2355 289
2055 888

4k505

-193442 426
-193133 696

2389 929
2090 022 4k540

No 2ト レンテ No 3ト レンチ No4ト レンテ
ヤ

No 5ト レンチ

上段  日本測地系座標
下段 世界測地系座際

No 6ト レンチ

A

41R460

._起点からの距離

C

金 o          S-1:600         20m

No l
40800m――  東壁北側

炭化物 焼土層

No 2
1ヒ壁西側 】ヒ壁東側

柱状図作成ボイント

No3
西壁北側

No4
西壁北側

No 5         No 6
北壁西側 北壁東側   東壁南側 _40800m

No lト レンチ

各トレンチの検出面と標高
No l No 2 No 3 No 4 No 5 No 6

遺構検出面 Ⅶ層上面 区層上面 �層上面 �層上面 �・�層上面

標高
地表面(m) 4050前 後 4060前 後 4060前 後 4060前 後 4040前 後 14060前 後 )

負出面(m) 3980前後 3940前後 3810前後 3800前後 3820前後

貞出面までの深さ(m) 070前後 120前後 250前後 260前後 220前 後

第 3図 A区 トレンテ配置図・基本層序柱状図



2 検出された遺構と遺物

No.1ト レンチ (第 4～ 6図、図版 1-2～ 5)

No.1ト レンチは南北方向に長軸を設定した。掘削形状は 10X3mの 長方形で、面積は 30だである◇基本層序

の断面・柱状図作成は、東壁と北壁で行った。盛土および旧表土を除去し、Ⅵ層上面で遺構確認を行ったが、南側

と中央部に給排水管埋設による攪乱を検出するのみであつた。これを掘削する過程で北側に基本層Ⅶ層を確認した。

そこでⅥ層を除去し、Ⅶ層上面にて遺構確認を行った。掘削深度は 0。 7mを測った。遺構は 5基検出された。遺物

は 67点出土した。その内容は磁器 22点、陶器 15点、瓦 17点、縄文土器 9点、石器 1点、鉄製品 2点、ガラス

1点である。

(1)SKl土坑 (第 4図、図版 1-2・ 5)

調査区中央やや南よりに位置する。北側を攪乱され、南側は SXlを切る。東側は調査区外へ広がる。平面形は不

整形で、上端の長軸で 1.6m程である。遺物は確認面より石器 (第 6図 -3、 図版 9-8)が 出土した。

(2)SK2土坑 (第 4図、図版 1-2)

SXlの西側に位置する。北側を攪乱され、西側は トレンチ北側まで広がる SX2に切られる。平面形は不整形で、

上端の長軸で lm程である。遺物の出土はない。

(3)SXl性格不明遺構 (第 4図、図版 1-2)

SXlは調査区南側に位置する。南側を攪乱され、北側を SKlに切られる。上端規模は 1.5m以上で東側は調査

区外へ広がる。遺物は埋土上部から縄文土器 (第 5図 1～ 3、 図版 9-1)が 出土した。第 5図 1は、深鉢の胴部

であり地文が確認される。遺構の時期は縄文時代以降である。

(4)SX2性格不明遺構 (第 4図、図版 1-2)

SX2は調査区西側に位置する。中央を攪乱され、SK2を切る。上端規模は 8m以上で、西側は調査区外へ広がる。

埋土は砂礫が主体である。北壁断面において SX2埋土に対応する層は確認されていない。遺物の出土はない。

(5)SX3性格不明遺構 (第 4図、図版 1-3)

SX3は東壁断面において確認された。平面形は不明である。埋土は 2層で SXlを 切る。遺物の出土はない。

(6)遺構の検出面と時期

遺構は基本層Ⅶ層上面で 4基、断面観察で 1基検出した。遺構の変遷は新旧関係から 2時期認められる。基本

層Ⅶ層上面は出土遺物などから主に近世の遺構面と考えられるが早縄文時代の遺構が存在する可能性もある。遺構

の検出状況からは、No.1ト レンチ周辺の遺構の密度は高いと推測される。



匠 コ 攪乱
O       S-1:80      2m

No.1ト レンチ東壁基本層・遺構埋土土層註記表

層 位
土  色

土質
土  性

備 考
土色No 土 色 粘性 しまり

/Aし

Ｗ一］
黒揚角 ～ 5 cmの 円礫 を多 く含む、径 2～ 31dalの 炭イヒ物峰十締歩姦 く合す1癖十層ト

Ⅲ

な lemの礫を少量、炭化物、焼土粒 を少量含む。
塁褐負 層、炭化物を少量含む _

Ⅶ 量 。

10弦輿 /イ 暗褐 砂質シル ト あ り ややあり 径 ～2atm焼土粒炭化物少量、径 3～ 5血灰自色シル ト粒を微量含む
榎(3 llYR4/ 霧 れ 砂質シル ト ややあり な し 径 ～2m炭化物、鉄分微量、灰 白角 シル ト粁ん微畳、径 5 cm繹 の FE灌歩合 ,,

No.1ト レンチ北壁柱状図基本層土層註記表

層位
土  角

土 質
土 性

備 考
土色No 土色 粘性 しまり

/Rし な ～ 1 5 cnlの 円礫が主体、貢褐色シル トフロックを多 く含む。 (径 l cn大う
砂管 シル ト ～ 2 1nlの鉄分少量含む。

とllYR3/ィ 鉄分 を多 く含む。シル トを含む。

炭化場がギ体、鉄今多 く含お ^
/Aし 旗 lフ

No.1ト レンチ遺構埋土土層註記表

層位
土 色

土質
土  性

備 考
土色No 土色 粘性 しまり

賠楊角 やや多く含む。
SK2 OYR3/ 1物致微量、灰色 シル ト

ヨ2 cmの 円礫を
砂礫 /tし なし 1鉄分を多く含む。

第 4図 A tt No.1ト レンチ平面図・断面図・柱状図
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No.1ト レンチ出土 縄文土器観察表
遺物番号
登録番号

図版番号 出土状況 種 別 器 種 部 位 外 面 内 面 備  考

図51
図版9-1 SXl確認面 縄文土器 深鉢 縄文 (結節) ミガキ

図5-2
図版9-2 Skl確認面 縄文上器 深鉢 胴 部 L(RR ミガキ 3と同一個体

図5-3
図版 9-3 SXl確認面 縄文土器 深鉢 胴 部 ミガキ ミガキ 2と 同一個体

図5望
図版 9望 (中央部攪舌し) 縄文土器 深鉢 口縁部 ミガキ ミガキ

図5-5
A-5 図版9-5 (中央部投苦し) 縄文土器 深鉢 胴 部 し(RRIR(n(結 束 ) ミガキ 繊維含む。

図6-1
図版9-6 (中央部攪乱) 縄文土器 深鉢 胴部 R(LLL ナデ ミガキ 織維含む。7と同一個体の可能性あり。

図6-2
A-7 図版9-7 (中央部攪乱) 縄文土器 深鉢 胴部 L(竹 r・ R(■ LL ナデ ミガキ 縁維含む。

No lト レンチ出土 石器観察表
遺物番号

登録番号
図版番号 出土状況 種 別 器 種 長さmm 幅 HIm 厚さ IITj 重量 g 石 材 備  考

図6-3
図版9-8 S(1理 土 石器 剥片 頁岩 背面に褐鉄鉱の付着あり。

No.1ト レンチ出土 磁器 。陶器観察表
番

番

物

録
図版番号

土

況

出

状
種別 器 種 形状特徴

重量
成形 調整

装   飾 胎土色

胎質

印 銘

など

製  作
脩  考

口径 器高 は径 絵付/釉薬 文   様 装飾特徴 製作地 製作年代

図6M
図版9-9 I～Ⅳ層 磁器 中皿

丸形 底中
底ハリ 1

欠損 128)
削 り高台 釉

付

明

染

透

内 :竹鷺図

外 :―
自色
底 :銘

肥前系
17C後
～18C前

*:元亀年製

図←5
図版9-10 V層 陶器

形

広

丸

底
欠損 (15)

ロクロ

肖Jり 高台 長石釉

内

外

畳付のみ

無釉
乳白色

瀬戸

美濃系
中
前

７Ｃ

ｌ８Ｃ

ｌ

一

図6-6
図版911 V層 胸器 餌播鉢 ベタ底 欠損 (23)

ロクロ

回転糸切底 鉄釉

内

外
内面櫛目 橙褐色 堤 ? 嚇飩

櫛
１０

第 6図 A tt No.1ト レンチ出土遺物 (2)



No.2ト レンチ (第 7図、図版 1-6・ 7)

No.2ト レンチは長軸を東西に設定した。掘削形状は 10× 3mの長方形で、面積は 30だである。基本層序の柱
状図作成は北壁の 2箇所で行った。煉瓦や建築廃材、コンクリー ト基礎の混入された盛土が深さ約 1.2mま で達し、

No.1ト レンチと同じレベルでは自然堆積の礫層は確認されず、その下の焼土層と炭化物層を経て砂礫層へと続い

ている。この焼土層と炭化物層は No。3～ 6ト レンチも見られ層序の基眸層となった。

遺構確認はⅨ層で行い、その後北壁際で�層上面でも行った。掘削深度は約 1.3mを 測った。遺構は検出されな

かつた。Ⅸ層は No。 1ト レンチの遺構確認面に対応する層である。遺物は 24点出土した。その内容は磁器 8点、

陶器 3点、瓦 12点、鉄製品 1点である。

匠三コ攪乱

S‐ 1:80      2m

No 2ト レンチ基本層土層註記表

層位
土 色

土 質
土  性

備 考
土色No 土  色 しまり

砂

10YR3/ 膳褐徹 径 2～ 3clllの 円礫多 く含む幕土層 .

やや泌り /Fし

黒オ を含む盛土層、焼土炭イヒ物の層.
CIYRS/ を含み粘土質の盛土層。

径 llnlの 炭イヒ物、峰十締を含す
"及 し

X OYR3/イ 膳揚角 ロックを多量に含むハ
貢褐色 櫂`整 な し な

第 7図 A tt No.2ト レンチ平面図・柱状図

No.3ト レンチ (第 8図、図版 1■ 8、 図版 2-1・ 2)

No.3ト レンチは南北方向に長軸を設定した。掘削形状は 10× 3mの長方形で、面積は 30∬である。基本層序
の柱状図作成は西壁で行った。掘削深度が 2mを超えても盛土層を掘り抜くことができなかったため、トレンチ幅
を拡張して掘削を行った。本 トレンチにおいても No.2ト レンチと同様な炭化物・焼土層 (V層 )が確認でき、X
層までは近 。現代の盛土層および建築基盤層などであるl�層からは自然堆積層である。遺構は基本層�層上面で

ピット2基を検出した。検出面の範囲は約 1.4× 4.2mで、深度は約 2.5mを測った。遺物は 53点出土した。そ

の内容は磁器 8点、陶器 8点、瓦 37点である。18世紀後葉～ 19世紀中葉の肥前系の碗 。大堀相馬系の中皿を含

む近世の陶磁器 (第 9図 1・ 2)が、主に基本層から出土している。

Ⅶ

Ⅸ

Ｘ



(1)Pl・ 2ピ ット (第 8図、図版 1-8)

調査区中央で検出された。上端径は、共に 0.5m程 の不整円形で、埋土は砂質シル トである。出土遺物はない。

(2)遺構の検出面と時期

遺構は基本層Xlll層 上面で 2基検出した。Xlll層 上面は、No.1～ 2ト レンチの遺構確認面と対応する。遺構の

検出面は 1面で、時期は近世と考えられる。

匠 コ 攪者L

X
XV
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第 8図 A tt No。 3ト レンチ平面図・柱状図
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No.3ト レンチ基本層土層註記表

層位
土 色

土  質
土 性

備 考
土色No 土 色 粘性 しまり

OWttB/ 径 2～ 31amの 炭化物 を少量含む。

あり |

Ⅷ コンケリート纂韓層.径20clllの円穫と砂が主体。

X [llYR2/1 黒色 炭イに物 あ り ややあり1炭化物主体の

Xll 10YR4/6 褐色 砂礫 な し なし 1黄褐色シ,レ トフロック多 に含む。

No.3ト レンチ遺構埋土土層註記表

層位
土 色

土  質
土 性

備 考
土色No l  土 色 粘性 しまり

11
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第 9図 A tt No.3ト レンチ出土遺物

No.4ト レンチ (第 10図 、図版 2-3～ 5)

No.4ト レンチは南北方向に長軸を設定した。掘削形状は 10× 3mの長方形で、面積は 30∬である。基本層序
の柱状図作成は西壁で行った。No.4ト レンチは No.3ト レンチに見 られた基礎コンクリー トの風化した層はない

が、概ね No.3ト レンチと類似した堆積の様相を呈している。掘削は段状に行い、基本層�層上面で遺構確認を行

った。検出面の範囲は約 2× 4.6mで あり、掘削深度は約 2.6mを測った。遺構はピット3基と不明遺構 1基を検

出した。

遺物は 9点出土した。その内容は磁器 6点、陶器 3点、瓦 2点、鉄製品 2点である◇主に基本層から、17世紀

前葉～中葉の肥前系の中碗を含む近世の磁器が出土している。

(1)Pl・ 2・ 3ピ ット (第 10図 、図版 2-5)

調査区東壁際で検出された。上端径は 0.2～ 0.5m程で、円形である。P3は SXlを 切り新しい。埋土はシル ト

質土を多く含む砂礫土である。出土遺物はない。

(2)SXlJ性 格不明遺構 (第 10図、図版 2-5)

調査区北東の�層上面で検出された。規模は幅 0.2～ 0.3m長さ 1.3m程の溝状で調査区外へ延びる。埋土は粘

性のある砂礫土である。出土遺物はない。

(3)遺構の検出面と時期

遺構は、基本層�層上面で 4基検出した。�層上面は No。 1～ 3ト レンチの遺構確認面と対応する。遺構の変遷

は新旧関係から2時期認められる。遺構の時期は出土遺物から、近世と考えられる。

No 3ト レンチ出土 磁器・陶器観察表
図版番号

出土
種別 器 種 形状特徴 襲

①
成形 調整

装   飾 胎土色

胎質

F,銘
など

備  考
口径 器高 底径 絵付/釉薬 文  様 装飾特徴 製作地

図91
」-2 図版9-12 I～Ⅳ層 朧 中碗

丸形

やや平形
欠損 (22)

ロクロ

削り高台 釉

付

明

染

透

見込 :昆虫芸

外 :八ッ橋区
自色 肥前系

18C後
～19C前

図92
」-3

図版 9-13 I～Ⅳ層 磁器 大碗 広東形 欠損 欠損 釉

付

明

染

透

内 :圏線一劣

外 :草花文
自色 肥前系

18C後
～19C前

「広東碗 J

I-3
図版9-14 I～Ⅳ層 陶器 中皿 欠損 欠損 欠損

ロクロ 絵

釉

鉄

灰
内 :松文

外 :一

灰自色
大堀

相馬系

18C後
～19C“
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No.4ト レンチ基本層土層註記表

No 4ト レンチ遺構埋土土層註記表

層位
土 色

土  質
土 性

備 考
土色No 土  色 粘性 しまり

灰 自色のシル トフロック (径 5cal大 )を多 に含む。径51dmの 炭化物、鉄分を多く含む。
黒褐色

第 10図 A tt No.4ト レンチ平面図・柱状図
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第 11図 A tt No.4ト レンチ出土遺物

No.5ト レンチ (第 12図 、図版 2-6～ 8、 図版 3-1・ 2)

No.5ト レンチは東西方向に長軸を設定した。掘削形状は 10× 3mの 長方形で、面積は 30�である。基本層序

の柱状図作成は北壁で行った。掘削は段状で行い、基本層Xlll層 上面・�遷上面で遺構確認を行った。検出面の範囲

は約 2× 3.5mで、掘削深度は約 2.2mを測った。遺構は井戸跡 1基 と性格不明遺構 2基とピット3基を検出した。

遺物は 13点出土した。その内容は、磁器 9点、瓦 4点である。

(1)SEl井戸跡 (第 12図 、図版 3-1)

調査区北壁西側の�・�層上面で検出された。上端規模は 1.2m程の円形で径 0.3～ 0.5m程の平らな穣によっ

て石組みされている。開日部の径は約 0.8mである。掘削深度は lm程であるが、北壁で掘 り方を含め埋± 16層

を観察した。遺物は埋土から磁器 1点、瓦 1点が出土しており、磁器 1点は基本層 I～Ⅳ層から出土した同一個

体と接合する。遺構の時期は出土遺物が他にないため断定はできないが、近世の可能性が考えられる。

(2)Pl・ 2・ 3ピ ット (第 12図、図版 3-2)

調査区東端 SX2埋土上面で検出された。上端径は 0.3m程の円形である。埋土は粘性の強いシル ト質土で、木

片の混入がみられた。出土遺物はない。遺構の新旧は切合いからSXlよ り古く、SX2よ り新しい。

(3)SXl・ 2性格不明遺構 (第 12図、図版 2-8、 図版 3-2)

調査区東側で検出した。調査区北東へ広がり、規模は検出部分で 1.5mを上回る。SX2は SXlに切られること

から遺構の時期は SX2が古い。北壁断面と平面観察から共に溝状遺構の一部である可能性が考えられる。遺物は

SXl ①層から磁器 2点、瓦 1点が出土した◇磁器のうち 1点は 18世紀前葉～中葉の肥前系火入である。

(4)遺構の検出面と時期

遺構は基本層�・�帽 上面で、6基検出した。Xlll・ �罹上面は No.1～ No.4ト レンチの遺構確認面と対応する。

遺構の変遷は新旧関係から 3時期認められる。遺構の時期は遺物から近世と考えられる。遺構の検出状況からは、

No.5ト レンチ周辺には近世の遺構が高い密度で存在していると推測される。

No.4 トレンチ出土

図版番号
土

況

出

状
種別 器 種 形状特徴 曇

②
成形・調整

装   飾
陣
腋
印・銘

など

製 作
備  考

口径 器高 底径 絵付/釉薬 文  様 装飾特徴 製作地 製作年代

」1ユー

」-4 図版9-15 V～�層 磁器 中碗
形

め

丸

深
145) 欠損

ロクロ
釉

付

明

染

透

内 〔―

外 :樹下掌花)
生掛け 自色 肥前系

17C前
～中 初期伊万里様式

14
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No.5ト レンチ基本層土層註記表

第 12図 A tt No.5ト レンチ平面図・断面図



No.5ト レンチSEl・ OQ・ 2遺構埋土土層註記表

層 位
土  色

土  蜜
十  ‖

備 考
十角配 土 色 粘性 しまり

径 5111責 褐色のシル ト粒を少量。炭化物粒微量、径 5cm大 の機少量 .
シリレト

V層 と同様の混入だが、 V層 よ りやや明るい色調。
V層 と同様の層。

シリレト ややあ

径 5cm大 の礫を多 く含む
SElQ朗 lowk3/ /FIタ

シ,レ ト ややあり あ り 径 5ma大 のシル トブロックを多 く含み粘十質の層。

径 10cm大の礫を多 く含む。
粘 十 あ

lem程の炭化物、やや多 く含む。径 3cm大 の礫 を少量含む。
黒 角 シルト な

ジ(2② low夜2/ユ
ややあり 径 lcm大 の礫 を少量含む。

No 5ト レンチ Pl～ 3遺構埋土土層註記表

層位
土  色

土  質
土  性

備 考
上色No 十  色 粘性 しまり
10YR2/:

む。

4‐ 鐵 欝

No 5ト レンチ出土 磁器観察表
物番 f

録番手
図版番号

土

況

出

状 種別 器 種 形状特徴
重量

僧)
成形 調整

柴   飾 胎土色

胎質

F「  銘

など

製  作
備 考

器高 底径 絵付/釉 葉 文  様 lt飾特徴 製作地 製作年代

図131
J-5 図版9-16

I～Ⅳ扁

SEl型 土
磁器 小 皿 丸 形 欠損

ロクロ

削り高台

梁付

透明釉 孝則
灰白色

底 :銘 肥前系

波佐見

17C後
～18C前

**:崩 じ太明年
製 くらわんか子

図13-2
」-6 図版917 区層 磁器 欠猥

削り高台

染付

透明釉

込

外

五弁花

格子文
自色 肥前系

18C後
～19C前

「
TH●形碗」

テー7
図版 10〕 帥
餌

磁器 碗 欠損 欠損 欠損
ロクロ

削り高台

染付

透明釉
自色 肥前系

17C中
～後

図版 10-2 帥
鋭

磁器 火 入 半衝形 欠 損 欠損
釉

付

明

染

透

内 :一

外 :革文

竪弾き

内面無和
白 色 肥前系

18C前
～中

第 13図 A tt No.5ト レンチ出土遺物



No.6ト レンチ (第 14図 、図版 3-3・ 4)

No.6ト レンチは南北方向に長軸を設定した。掘削形状は 10× 3mの長方形で、面積は 30∬である。基本層序

の柱状図作成は東壁で行った。本 トレンチは他の 5箇所の トレンチと様相が違い、 I・ Ⅱ層は共通しているが、Ⅱ

層の焼土・炭化物層の下層は、他の トレンチには見られない礫 (直径が 10～ 50cm)を 主体とした層である。砂

礫層を検出するために下層へ掘削を行ったが、深さ約 4.4mを掘ったところで、安全上の理由から砂礫層の検出を

断念した。早急な埋め戻しの必要から、土層断面図はレベルを測定して柱状略図とした。上記の理由から他 トレン

チとは若干の精度差はあるものの、概ね土層の堆積状態を把握した。検出面の範囲は約 1.2× 4.2mで、深度は約

4.4mを測った。遺構の検出はなく、遺物は出土していない。

No.6ト レンチ基本層土層註記表
層位 備   考

玉砂利、円礫を多く含む盛土層。

Ⅱ 焼上、炭化物層。

Ⅲ グレーの色調。シル ト層。しまり強固。

Ⅳ 穣層.10cm大 の円様層。

V 暗褐色土層。10cln大の円礫を少量含む。

(Ⅵ ) 褐色土層。径20～50cm程の円礫が主体の層。
S‐ 1:80      2m

第 14図 A tt No.6ト レンチ平面図 。柱状図



3 まとめ

A区の試掘調査は、Nb.1～ No.6ト レンチの 6箇所で行った。調査面積は、180だである。

遺構確認の結果、No.1・ No.3・ No.4・ No.5ト レンチにおいて遺構が検出された。

No.1ト レンチでは、土坑 2基 と性格不明遺構 3基が基本層Ⅶ層上面で検出された。Ⅶ層上面は近世の遺構と考

えられ、それに対応する遺構面は No.2～ No.5ト レンチにおいても確認され、近世の遺構も検出されている。

これらの遺構群には、3時期にわたる新旧関係が認められるトレンチがあること、各 トレンチとも近世の遺物出

土量が多いことから、A区には、ほぼ全域に近世の遺構が存在し、3時期以上の遺構の変遷が考えられる。

No 3ト レンチ No4ト レンチ No 5ト レンチ    No 6ト レンテ
No lト レンチ No2ト レンチ

⑪
本測地系座標

4k460

起点からの距離

｀`
五れ~‐~'~    ~ とI五

表 2 A区 出土遺物集計表

|≧ェ ≧甚 与
:う.こ:単Iと,募与 尋

注 尋

″/誉'TTド
…
T

.´テ″:'

第 15図 A区全体平面図

o          も―上:6Uυ         20

A   区
紹支 土器 磁器 的器 妬器 瓦 鉄製品 ガラス 石器 合  計

No lト レンテ 攪乱

I～Ⅳ層

V層

61 1542 4 2 11 1989 1 ・７

一
２６

一
２。

一
．

一
３

7]

1,3:

1,1∠

】
一螂
一阿
一％
一

244 8359 11  685
5 8 10140

ＳＫ
一Ⅸ

1

31  31_3

No 2ト レンチ I～Ⅸ層 81   701 1 15390 11 1179 241 1,8117

No 3ト レンテ ６

一
２

518
66

6 10 +  5696 221  685

27 1 21320 3112,216

No 4ト レンチ I～Ⅳ層 ｎ
一低
一　
一駐

4

V～�層 4

V～�層
氏lT膚

1+  689
544 1+  26 4 864

No 5ト レンチ I～Ⅳ層

皿～Ⅵ層

3

2 4

Ⅸ層 1 17

SEl
SXl 3 3545

合  計 91 1855 6170 291  6818 01   0(



V.B区 の調査成果

1 調査区の設定および基本層序

路線敷センターラインに沿うように、6箇所のトレンチを設定した。掘削形状は3× 6mの長方形を基準とし、

南よりN6.1～ No.6と名称を付け、No。 1ト レンチより調査を行った。調査面積は 108ポである。重機により表

土を除去し、 トレンチ全体を遺構確認面まで掘り下げる予定であったが、No.1～ No.4ト レンーチは、盛土の堆積
が厚く、埋設管および構造物基礎もあったことにより、一部段をつけ掘削、平・断面の確認ぞ行った。掘削深度

2m前後の1層奉で遺構確認作業を行った。No.力 ～No.5ト レンチは、基本層序の観察において対応する基本層を

確認した。遺構確認を行うた作業面を一点鎖線で、唐位はローマ数字で表記した。

イ
ア＼、ノ

ゑぐi

NO_4ト レンチ
No.5ト レンチ

△  柱 状 図作成 ボイ ン ト

漸  
＼`

起点からの距雛

禦 iゞ単―卜……・ I驚ゞ欝I呻中ェ、f

汁
簸
苺が

卒 奪 容 傘

S・・1/60

段
段
上
下
日本測地系座標
世界測地系磨慄

-47500m

46500m―

遺縛確認作業面

各トレンチの遺構確認作業面と標高

〔

H

Ⅳ

ド
Ｆ
蹴

も
日本測地系座標

＼

No 2ト レンテ No.1ト レンカ

No l
南壁中央

醜鞠

点名 X座標 I座標 超点から
の 踵 離

-193328740
-193020,009

2101562
1801663 4に220

B
-1933421060
-1930331329

2116.481
1816.582

4k240

C
…198875■ 28
-193066397

2153516
1853616

4k2895

Ｎ。
・
３
蜘

一［

日

「
出
円

日

日

〕

幽

日

ｍ

門

『

（

」

第 16図 B区 トレンチ配置図・基本層序柱状図

」蜘詩‐Ｔ‐日爾」輛囃い」＼ハ／
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Nol No.2 Noi3 No 4 No15 No16

遺構確認作業面 V層上面 Ⅵ層上面 V層上面 V層上面 V・ Ⅵ層上面 ■輯 上面

標高
地表面ω 46絶 0前後 46.90前後 4690前後 4680前 後 4680前後 獲肛S前後

作業面lml 4430前後 44,80議 4510前 後 44お 0前後 45,80前後 4715前 後

■業面までの深きω 2150前後 210前後 1.80前後 200前後 100前後 100譲



2 検出された遺構と遺物

No.1ト レンチ (第 17図 、図版 3-7・ 8)

No。 1ト レンチは、北西より南東へ長軸を設定した。掘削形状は 3× 6mの長方形で、面積は 18∬である。基

本層序の観察は南壁で行った。グランドの砂層下からは、建築廃材が多く混入した盛土層および構造物の基礎、煉

瓦が主体の盛土層が約 2m下まで続いた。平面での確認を断念し、下層の堆積状況の確認を行った。深さ約 2.5m

を測ったところで砂礫層を確認したが、安全上の理由から掘削を止めて写真撮影を行った。早急な埋め戻しの必要

から土層断面図は、レベルを測定して柱状略図とした。掘削深度は約 2.5mを 測った。遺構の検出、遺物の出土は

ない。

トレンチセクション略図

■崇!1正三舞す争亀庸
鍋

,ヽ         砂質土層

=1111fT~46つ
9m

匠 コ 攪舌t
S‐1:80     2m

第 17図  B tt No。 1ト レンチ平面図・柱状略図

No.2ト レンチ (第 18図、図版 4-1・ 2)

No。 2ト レンチは、北西から南東へ長軸を設定した。掘削形状は 3× 6mの長方形で、面積は 18�である。基

本層序の柱状図作成は西壁で行った。地表下 0,4mほ どで西側に近 。現代の構造物に伴うであろうコンクリートの

基礎が現れた。さらに掘削を進め基礎底部よりやや下からⅡ層 (鉄分を多く含むシルト質土層)を確認し、遺構確

認を行った。南側平面において煉瓦を多く含む範囲を観察したが、No。 1の断面で確認された煉瓦土層と同様と思

われたため、近代構造物に関わる攪乱と判断した。一部深掘りを行い、基本層Ⅵ層を確認した。掘削深度 2.lmを

測った。Ⅵ層上面で遺構確認を行ったが、遺構の検出はない。遺物は I層より近代の陶器片 1点が出土した。

No 2ト レンチ基本層土層註記表

層位
土  色

土  質
土 性

備 考
土色No 土  色 粘性 しまり
2「F5/6

あ り ややあり
5～ 10cmの 円礫

む .

V 25Y3/2
苺やあ り 径 1～ 2cmの 小穫 を多量に含む。径 10cln程 の礫 も含む。砂質シル ト、鉄分含む。

盛

土

層

下
―
―
―
―
―
―
―
媚
―
―
―
―
―
―
↓
†
―
―
―
醒
―
―
―
キ
叩
十
１
醒
―
十
聰
一



第 18図 B tt No.2ト レンチ平面図 。柱状図

Nolaト レンチ (第 19図、図版4-3'4)
No.8.ト レンチは、北西から南東へ長軸を設1定した。掘削///状は3× 6mの長方形で、面積は 18ゴである。基

本層序の柱状図作成は東壁で行った。表層下 0.4m程で北側にコンクリート製の排水管の存在を確認した。これを

避ける形で掘削を進め、Ⅱ層上面および下層のV層上面まで掘削を行なった。掘削深度は約●8mを測つた。V層

上面で遺構確認を行ったが、遺構の1検出はない。基本層から遺物の出土はない。

47お∞m生

第 19図 B tt No.8ト レンチ平面図・柱状図

９
９



No 3ト レンチ基本層土層註記

層位
土  色

土  質
十  性

備 考
土色No 土 色 粘性 しまり

I 25Y5/6 黄褐色 砂 な し ややあり
3層に分かれる。グランド整地用の砂層。その下に径20cnl程の円礫の混入 した砂質土(75Ⅵ輩 /2)
小礫の入った砂質土 (lllYR4/3)。

あ り ややあり 径2cm程 のフロックを微量に

V 75Y5/1 灰 色 砂礫 あ り ややあり
径1～ 2clnの 小礫を多量に含み、径 lCln程 の礫も含む。砂賃シル ト、欽分含む。No 2ト レンテの

No.4ト レンチ (第 20図、図版 4-5・ 6)

No.4ト レンチは、北西から南東へ長軸を設定した。掘削形状は 3× 6mの長方形で、面積は 18∬である。基本

層序の柱状図作成は西壁で行った。地表下 lm程でⅡ層上面を検出、特に土層の変化はなくⅢ層上面およびV層ま

で段状に掘削し、遺構確認を行った。掘削深度は、約 2.Omを測った。V層上面で遺構確認を行ったが遺構の検出

はない。V層砂礫中より土器 1点が出土したが、細片で摩滅が顕著なため時期は不明である。

47500m生

No.4ト レンチ基本層土層註記

層位
土 色

土  質
十  性

備 考
土色No 土 色 粘性 しまり

オリーブ黒
Orm大 円穫 も耳られ 5cnlの 円機 も微量

第 20図  B tt No.4ト レンチ平面図・柱状図

Noi5ト レンチ (第 21図、図版 4-7・ 8)

No.5ト レンチは、北東から南東へ長軸を設定した。掘削形状は 3× 6mの長方形で、面積は 18∬である。基

本層序の柱状図作成は東壁で行った。地表下 0.4m程でⅡ層上面を確認、遺構の検出はなく、さらにⅢ層上面およ

び下層のV層 まで埋設管を避け、遺構確認を行いながら掘削を行った。掘削深度は lmを測った。遺構の検出はない。

基本層から遺物の出土はない。



o       S-1:80      2m

第 21図 B tt No.5ト レンチ平面図・柱状図

No.6ト レンチ (第 22図、図版 5-1・ 2)

No.6ト レンチは、北西から南東へ長軸を設定した。掘削形状は 3× 6mの長方形で、面積は 18どである。基

本層序の柱状図作成は東壁で行った。現地表下 0.4m程で段丘礫層 (基本層Ⅱ層)を確認した。Ⅱa層上面で遺構

確認を行ったが、遺構の検出はない。一部Ⅱd層まで深掘を行った。掘削深度は、1.Omを 測る。基本層から遺物

の出土はない。

No.5ト レンチ基本層土層註記

層位
土  色

土 質
十  '障

備 考
土色No 土 色 粘牲 しまり

1 0fm★ の円機 ヽ舅られ 3～ 5cmの 日篠 も多い。

及

Ⅵ 5Y6/1

No.6ト レンチ基本層土層註記



第22図 BI区 No.6ト レンチ平面図‐柱状図

3 まとめ

B区の識瓶調査は、No.1～ NO.6ト レンチの6箇所で行つた心調査面積は、108だである、

1遺構確認の結果、いずれのトレンテにおいて 遺ヽ構は検出されなかつた。遺物は5点出上した。

Ψ暫
＼
凝 Nd`ト レ|ンチ

N,4ト レンテ
No 2トレンテ

ー
   No.1ト レラ

A鵜|

も
日本瓢地系麟

＼

第 23図 B区全体平面図

表8 B区出主濁物集計表
B  区 鶴 陶器 妬器 土 器 瓦 鉄踊 ガラス 石鶏 合 計

Ne 2トレ

"
I層 一

・
６

N04ト レン, V層 | 9鸞

グランド 麹 20わ

合  計 200 1 2.d 01  0D 11 飢9 0■   0.0
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Ⅵ .C区の調査成果

1 調査区の設定および基本層序

C区は調査区を 3区に細分し、C区東 。C区中・C区西とした。C区東 。C区中は共に駐車場内であるため、占

有面積を考慮しなるべくセンターラインに沿う形で 4箇所設定した。掘削形状は 3× 6mの長方形を基準とした。

トレンチは、東よりNo.1～ No.5と名称を付けた。C区の調査面積は 102∬である。C区東・C区中は、舗装

部分を重機にて取り壊し、表上の除去を行った。慎重に掘り下げ約 1.4m程で粘性の強いシル ト質土層を確認し、

それより下層を調査対象とした。C区西は、発生土置き場確保のためセンターラインより若千南へ移動する形で 1

箇所設定した。隣接する既存建物および境界柵の関係により小型の重機により掘削・埋め戻しを行った。基本層位

はトレンチごとにローマ数字で表記した。遺構確認面を実線で、遺構が検出された層準をくで表記した。

嵩テyl
Q卜、＼

C区中

No4ト レンチ No3ト レンチ

△ 柱状図作成ポイント

C区中

No4
北壁中央

No 3
西壁中央

C区東

O    S‐1:800   20m

上段  日本測地系座標
下段 世界測地系座標

No l
東壁北側

［一唖控

叶
』
S‐ 1/80

- 67000m

<遺構検出層準

各トレンチの検出面と標高

No l No 2 No 3 No 4 No 5

遺構検出面 V Ⅵ層上面 V・ Ⅵ層上面 Ⅶ・Ll l層上面 Ⅲ Ⅳ層上面 Ⅶ・Ⅷ層上面

標高
地表面(m) 6550前後 6560前後 6740前 後 6730前後 6980前後

検出面(nl) 6400前後 6430前後 6540前後 6600前後 6820前後

検出面までの深さ(m) 150前後 130前後 200前 後 130前後 160前後

「検出面」と「検出面までの深さ」の数値は、上位の検出面による。

第 24図 C区 トレンチ配置図・基本層序柱状図

／１
Ⅷ
Ⅳ

基準点の座標

点名 駆 標 Y座標
起点から
の 距 離

A
93473897
93165162

3K640

B
93446381
93137647

1642091

1342203
3K700

C
93428037
93119303

3K7411



2 検出された遺構と遺物

No.1ト レンチ (第 25図、図版 5-5・ 6)

No.1ト レンチは北西方向に長軸を設定した。掘削形状は 4× 6mの長方形で、面積は 24だである。基本層の

柱状図作成は東壁と西壁で行った。円礫が多く混入した盛土を除去し、Ⅲ層上面を検出し遺構確認を行った。古い

埋設管の攪乱と共に遺構を検出したが平面形が明確にならず、さらに人力による掘り下げを行ない、基本層V層上

面・Ⅵ層上面にて確認を行った。掘削深度は 1.5mを 測った。遺構は土坑 1基、性格不明遺構 3基、ピット3基

が検出された。遺物は陶磁器類・瓦が 18点出土した。出土遺物の中には 17世紀前葉～後葉の瀬戸美濃系の小皿、

17世紀後葉の肥前系の瓶・碗を含む磁器が、基本層V・ Ⅵ層中より出土している。

(1)SKl土 坑 (第 25図、図版 5-5。 6)

調査区東壁北側の給水鉄管攪乱より下、 トレンチ断面観察時においてⅣ・ V層 を掘り込むかたちで検出された。

平面形は円形で上端の規模は 0.5m程で、調査区北東外側へ広がる。出土遺物はない。

(2)Pl・ 2ピ ット (第 25図、図版 5-5。 6)

東壁北寄りで検出された。Plは南側を大部分攪乱されている。上端径は約 0,3mの円形と思われる。東壁断面

で観察された埋土は、炭化物を多く含む砂質シル ト土の単層である。P2は東壁断面で観察された。埋土は粘土質

シル ト土で、やや鉄分を多く含む単層である。出土遺物はない。

(3)P3ピ ット (第 25図、図版 5-5)

調査区南側 SX3の遺構の平面形内で検出された。SX3 ②層を掘 り込み SX3よ り新しい。上端径は 0.3m程で

正円形である。埋土は粘性の強い粘土質シル ト土である。出土遺物はない。

(4)SXlJ性 格不明遺構 (第 25図、図版 5-5)

調査区中央部で検出され、南北を攪乱されている。規模は約 2.Om以上を測るが、調査区外へ広がる。平面形は

不明である。南側は SX2を 切る。出土遺物はない。

(5)SX2性格不明遺構 (第 25図、図版 5-5)

トレンチ中央の一部と、南側の大半を占める攪乱中に残存部のみ確認された。本来はトレンチ中央から南にかけ

て広がっているものと推測される。北側に位置する SXlに 切られる。出土遺物はない◇

(6)SX3性格不明遺構 (第 25図、図版 5-5)

トレンチ南端、SX2の南側で検出された。上端の規模は約 3mを測る。断面観察ではV・ Ⅵ層を掘込んでいる

ことが確認され、平面的にはトレンチの南へ広がる。埋土は炭化物 。鉄分を多く含む粘土質シル ト土である◇出土

遺物はない。

(7)遺構の検出面と時期

遺構は、基本層V層上面・Ⅵ層上面で 7基検出した。遺構の変遷は、新旧関係から2時期認められる。基本層

V層上面 。Ⅵ層上面は、出土遺物などから、近世の遺構面と考えられぢ♂

遺構の検出状況からは、 トレンチ近辺の遺構密度は高いと推測される◇



66000m」生

観(20

66000m」壁

SXO

No.1ト レンチ出土 磁器観察表

ｇ一　
　
　
講

66000m生

E三コ 攪乱

O      S‐ 1:80      2m

No。 1ト レンチ基本層・遺構埋土土層註記

No.1ト レンチ遺構埋土土層註記

層位
土  色

土  質
土  性

備 考
十角No 十  角 粘 性 しまり

な し

シルトプロック多く含む。炭化物少量、鉄分含む。
鬱(2 5GY3/ 砂質 シル ト ややあり ややあり 径 1～ 2rnlの 小傑 を営み、本庁混入。灰1物少量。

5C.Y3/ 階十管シル ト あ り ややあり 炭化物、鉄分多量に含む。

第 25図 C tt No.1ト レンチ平面図・柱状図

置物番手

と録番手
図版番号

出土

状況
種別 器 種 形状特徴

重量

(2)
成形・調整

装   飾

陣
嚇

印 銘

など

製  作
備 考

口径 器高 底径 支   接  1 差飾特徴 盤作地 製作年代

瓢26-1
J-9 図版 10-5 V層 磁器 大碗 端反形 (126) 欠損

ロクロ
釉

付

明

染

透
験内 !四方標)
外 :牡丹文

白色 肥前系
19C前
～中

J-10 図版 10-3 V層 磁器 中碗 端反形 欠損 (161 欠損
ロクロ

釉

付

明

染

透

燕内 :絲 三劣
外 :笹文

自色

ガラスタ

瀬戸

美濃系

19C前
～中

I-4 隠版 10望
V層 陶器 小鉢

輪花
欠損 欠損

ロクロ

ロ縁押庄 御深井釉
灰自色 系

戸
濃
頑

美

17C前
～中

「向付」
二次焼成

第 26図  C tt No。 1ト レンチ出土遺物



No.2ト レンチ (第 27図、図版 5-7,8、 図版 6-1・ 2)

No.2ト レンチは北東方向に長軸を設定した。掘削形状は 4× 6mの長方形で、面積は 24ゴである。基本層序
の柱状図作成は北壁で行った。礫が多く混入した盛土を除去し表層より 1.lm程下で、Ⅲ層上面を検出し遺構確認

を行ったが、これより下層にて古い埋設管と構造物の基礎による大きな攪乱が確認された。この攪乱を除去した後、

下層へ人力による掘り下げを行い、基本層V層上面・Ⅵ層上面で遺構確認を行った。掘削深度は約 1.3mを 測った。

遺構は、ピットを 4基検出した。その中の Plは半載による断面観察において、粘性の強い粘土質シル ト埋土中に

明瞭な柱痕が確認されたことで柱穴と判断した。出土遺物は瓦片 2点である。

(1)Pl・ 2・ 3。 4ピ ット (第 27図、図版 5-7、 図版 6-1・ 2)

調査区東側のV層上面で検出された。Pl。 4は正円形で上端径 0。 3～ 0.4mで ある。Plの埋土は 4層からなり

柱痕を残す。P2・ 3は上端径 0,lm程で、埋土は粘性のあるシル ト質土である。遺物はない。

(2)遺構の検出面と時期

遺構の検出面のV層上面は、No.1ト レンチの基本層Ⅵ層上面と対応する。No.2ト レンチのⅥ層上面では遺構

は確認されていないが、No.1ト レンチとの層位の対応から、No。 2の基本層V層上面・Ⅵ層上面は、近世の遺構

面と考えられる。

No.2ト レンチ基本層土層註記

層位
土  色

土 質
土 性

備 考
十角 NQ 土 色 粘性 しまり

tllYR3/3 円g4 ～3mmを 少量宮む。鉄分を言む。Щ層よ り黒みが強 く粗 い。
く含む。炭化物少量含む。

あ り

Pl遺構埋土土層註記

層位
土 色

土 質
土 性

備 考
土色No 土 色 粘 性 しまり

佑土賃シ
rr+膏 ラ

り

llYR5/3
11YR6/2

第 27図 C tt No.2ト レンチ平面図・柱状図・Pl断面図

28



No.3ト レンチ (第 28図、図版 6-5・ 6)

No.3ト レンチは、北東方向に長軸を設定した。掘削形状は 3× 6mの長方形で、面積は 18だである。基本層

序の柱状図は西壁で行った。コンクリガラと礫が多く混入した盛土を除去し、表層より 1.5m程下でⅡ層上面を検

出し、遺構確認を行った。しかし、Ⅱ層もまた古い埋設管と構造物の基礎敷設の攪乱層であり、一部を重機により

掘り下げ、断面観察において基本層Ⅲ層～Ⅷ層を確認した。掘削深度は約 2mを測った。遺構の検出はない。遺物

は磁器が 1点出土した。

No.3ト レンチでは遺構の検出はないが、No。 1・ 2ト レンチの基本層V層・Ⅵ層と対応する基本層Ⅶ層・Ⅷ層が

確認された。このことから、No.3ト レンテ周辺にも近世の遺構面が広がる可能性がある。

68000m生

No.3ト レンチ基本層上層註記

層位
土  色

土  質
土  性

備 考
十角No 十  角 粘性 しまり

ややあL

Ⅳ

Ⅷ 251r7/2 灰 責

第 28図  C tt No.3ト レンテ平面図・柱状図

No.4ト レンチ (第 29図、図版 6-7。 8)

No.4ト レンチは北東方向に長軸を設定した。掘削形状は 3× 6mの長方形で、面積は 18∬である。基本層序

の柱状図は南壁で行った。舗装を取り壊した後、コンクリガラが多く混入した盛土を除去し、表層より 1.3m程下

でⅢ層上面を検出したが、埋設管等に大きく攪乱を受けていたため、これも除去し、基本層Ⅲ層・Ⅳ層上面を検出し、

遺構確認を行った。掘削深度は約 1.3mを 測った。遺構の検出はない。遺物はない。

No.4ト レンチでは遺構の検出はないが、No.1・ 2ト レンチの基本層V層・Ⅵ層と対応する基本層Ⅲ層・Ⅳ層が

確認された。このことから、No.4ト レンチ周辺にも近世の遺構面が広がる可能性がある。

No.4ト レンチ基本層土層註記

層位
土 色

土 質
土 性

備 考
土色No 土 粘性 しまり

あ L あ り

を少量含む。径 1～ 2HIIIの灰 自色シル ト粒
を努畳に合す|^砂首シル トであるがかな

Ⅲ

Ⅳ

　

Ⅶ



第 29図  C tt No.4ト レンチ平面図・柱状図

No.5ト レンチ (第 30図、図版 7-2～ 4)

No.5ト レンチは、北東方向に長軸を設定した。掘削形状は 3× 6mの長方形で、掘削面積は 18ゴである。基

本層序の断面図・柱状図作成は北壁で行った。地表面より0.4m程下のⅢ層上面で遺構確認したが遺構の検出はな

く、下層への掘削を進め、基本層Ⅶ層上面 。Ⅷ層上面で遺構確認を行った。掘削深度は約 1.6mを 測った。遺構は

性格不明遺構を 4基検出した。遺物は 15点 出土した。その内容は、17世紀後葉の肥前系碗・香炉などを含む近

世の陶磁器類・瓦片が主である。

(1)SXl性格不明遺構 (第 30図、図版 7-3)

調査区北西の角、Ⅷ層上面で検出された。上端規模 lm程の不整円形で調査区外への広がりを見せる。埋土は、

自色シル トブロックと鉄分を多く含む砂質シル ト上である。遺構確認面からの遺物の出土はないが直上の基本層よ

り近世の陶磁器が数点出土しており、遺構に関わる遺物の可能性もある。

(2)SX2性格不明遺構 (第 30図、図版 7-3)

調査区西側中央、Ⅷ層上面で検出された。上端規模 1.8m程の円形で、埋土は 5～ 10cmの 礫の混入した粘性

のある砂質シル ト土である。遺物の出土はない。

(3)SX3性格不明遺構 (第 30図、図版 7-3・ 4)

調査区中央北壁下、Ⅷ層上面で検出された。上端規模 0.6m程の円形を呈する。埋土は炭化物、自色シル トブロ

ックを多く含む砂質シル ト土である。遺物の出土はない。

(4)SX4性格不明遺構 (第 30図、図版 7-3)

調査区中央、Ⅶ・Ⅷ層上面で検出された。上端規模 0。 9m程の不整円形で調査区西側への広がりを見せる。埋土

は 3～ 5 cm大 のシル トブロックが少量混入した砂質シル ト土である。遺物の出土はない。

(5)遺構の検出面と時期

遺構は、基本層Ⅶ層とⅧ層上面で 4基の性格不明遺構が検出された。そのうち、SXlは北壁の観察から掘り込

み面はⅧ層上面であること、SX4はⅦ層とⅧ層上面で検出されていることから、遺構面はⅦ層上面とⅧ層上面の

2時期ある。基本層Ⅶ層上面・Ⅷ層上面は、No.1・ 2ト レンチの基本層V層上面・Ⅵ層上面にそれぞれ対応すること、

遺物はⅦ層から近世の磁器が出土していることから、近世の遺構面と考えられる。



匠三]攪乱
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No.5ト レンチ基本層土層註記

層位
土  角

土  賃
十  性

備 考
土色NQ 土 色 粘性 しまり

径2～ 3ullの 礫を多く含む。砂質シル トが主体。欽分多く
径3～ 5clnの砂を主体とする幕土。砂質シル トプロックをOWR5/ にぶい責褐色 土 ぐ含む。

Ⅵ 10!硝 /6 音褐色 ン,レ トややあり 径1～ 2craの 礫混入。 自色 シル トフロック混入。鉄分少量。

Ⅸ OW町 / あ り 鉄 分 砂資シル トを多 く含む。

X 灰 自色 1粘土質 シル 涜 り eやあり 鉄今あ ぐ含み、砂管 シル ト級量。

No.5ト レンチ

第 30図 C tt No.5ト レンチ平面図・北壁断面図
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第 31図 C tt NO.5ト レンチ出土遺物
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3 まとめ

C区の確認調査は、No。 1～ NO.5ト レンチの5箇所で行った。調査面積は、90ポである。

遺構確認の結果、NO.1・ 2・ 5ト レンチにおいて遺構が検出された。No.1ト レンチでは、7基の遺構が基本層

V層上面とⅥ層上面で検出された。V層・Ⅵ層上面は近世の遺構面と考えられ、それに対応する遺構面はNo.2～

No.5ト レンテにおいても確認され、近世の遺構も検出されている。これらの遺構群には、2時期にわたる検出面

および同一検出面における新旧関係が認められること、各トレンチとも近世の遺物が遺構面の上下で出土している

ことから、C区には、ほぼ全域に近世の遺構が存在し、2時期以上の変遷が考えられる。

No.4ト レンチ  No13ト レンテ t

第 32図 C区全体平面図
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Ⅶ―.D区の調査1成果

1 調査区の設定および基本層序
―

計画路線の関連工事予定区域イこ調査区を設定した。

基本層序は盛土お工ぴ旧1表―土層造I唐1段丘礫膚 (中町段二)を基本層Ⅱ層とした。

理土が調査区全域に認められる。調査区内には、座標に沿つた.5mブ リッドを設定し、

遺物を取り上げた (第 34動。

I層とI層の間には(遺構

状況に応じてグリッド別に

日本測地系座標

 ヽ tヽ｀母

Ⅷ

警

?

?

第38図 D区調査盛配置図

点名 麟 Y麟

A
■19850111299
-193192,身 68

Ｖ
駆郷躯

B
-198486046
i193177315

力 2歩310
26221398

O        S‐l:600       20m
l―
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2 検出された遺構と遺物

D区の掘削形状は縦 7m、 横 10mの 不整六角形で、面積は 70∬である。基本層序の断面図作成は、主に北壁

で行った。盛土を除去した後、地表面より0.8m程下で円礫の並びを検出したが、遺構と断定するには至らなかった。

下層への掘削を行い、地表面より 1.lm程 の暗褐色シル ト質土上面で遺構確認を行った。その結果、調査区外へも

広がる大型の遺構である SXlを検出した。その後の調査で、SXlは 2時期の遺構と考えられたことから、東西ベ

ル トを設定して確認し、SXlAと SXlBと した。SXlA・ lBの時期は、出土遺物から幕末～明治の可能性が考え

られたことから、それらの完掘後、基本層 H層 (段丘礫層)上面で確認された性格不明遺構 SX2・ 3と ピット3

基の調査を行った。北壁の断面観察においては、遺構の埋土と考えられる層を検出し、SX4・ SX5と した。

D区の出土遺物は近世から幕末 。明治にかけての磁器 。陶器・瓦等総数 1,018点である。

(1)SXlA性 格不明遺構 (第 34図、図版 7-7・ 8、 図版 8-3・ 4)

1層下面で検出された。調査区東半部に広がる大型の遺構である。西側は SXlBを切る。底面は基本層Ⅱ層 (段

丘礫層)を掘り込み、遺構の規模は東西 5.Om、 南北 6.Om以上で、調査区外へも広がる。深さは約 1,Omである。

埋土は円礫を多く含むシル ト質土である。また、SXlA ①層は別遺構の埋土である可能性も考えられる。遺物は

380点出土した。幕末期から明治にかけての陶磁器類が主で、検出遺構の中で最も多い。碗や皿の他に火入や花生、

爛徳利や散り蓮華などを含む豊富な品種組成がみられる (第 36図 -1～ 4、 第 37図 -1)。 遺構の時期は、幕末

から明治にかけての可能性がある。

(2)SXlB性格不明遺構 (第 34図、図版 7-7。 8、 図版 8-1～ 3)

I層下面で検出された。調査区西半部に広がる大型の遺構である。東側を SXlAに 切られる。遺構の規模は東

西 6m、 南北 6m以上で、調査区外へも広がる。深さは約 0.5mである。埋土は円礫が多く混入した黒味の強いシ

ル ト質土である。遺物は 170点が出土した。幕末から明治にかけての在地系の陶器、瀬戸美濃系の小碗、橋鉢や

土鍋の破片が多い (第 37図 -2・ 3、 第 38図 -1)。 遺構の時期は、幕末から明治にかけての可能性がある。

(3)SX2J性 格不明遺構 (第 34・ 35図、 図版 7-7・ 8、 図版 8-5)

基本層Ⅱ層上面で検出された。遺構の規模は長軸 3m、 短軸 2.3mの不整楕円形である。深さは約 0.4mである。

埋土は 3層からなり円礫が多く混入する黒褐色の砂質シル ト土である。遺物は 97点出土した。遺物のなかには、

細片であるが中国系の五彩手鉢片、17世紀後葉～ 18世紀前葉の瀬戸美濃系の五寸皿・水滴、在地系の灯明具と

思われる土器などがある (第 37図 -4・ 5、 第 38図 -2・ 3)。 遺構の時期は、近世の可能性がある◇

(4)SX3性格不明遺構 (第 34・ 35図、図版 7-7、 図版 8-6)

基本層Ⅱ層上面で検出した。遺構の規模は東西 1.Om、 南北 2.Omで調査区西側へ広がる。深さは約 1.Om以上で、

底面は確認できなかった。埋土は 2層 で黒褐色のシル ト質土である。遺物は 2点出土した。在地系の底部に穿孔

がある灯明具が出土している。

(5)Pl・ 2ピ ット (第 34・ 35図 )

SX3の 埋土上面で検出した。共に上端径 0.4m下端 0.2m程で、Plは P2を切っている。遺物の出土はない。

(6)P3ピ ット (第 34・ 35図、図版 7-7、 図版 8-7)

調査区南中央、SXlAの 底面で検出した。上端径 0.5m、 下端 0.25mで深さ 0,7mを測る。木質の遺存する柱

痕が確認された。遺物は 1点出土した (第 38図 -4)。 これは 18世紀～ 19世紀の堤焼と思われる播鉢片である。
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第 34図 D区平面図・北壁断面図・東西ベルト断面図
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D区 北壁基本層・遺構埋土土層註記
層位

土  角
土  質

土 性
備 考

土色 Nα 土 色 粘性 しまり

10YR2/2 黒褐色 ン,レ ト な し ややあり
径2～3mmの 反化物を多く含む。径2～ 3clmの 円礫を多く含む。
責褐色粒をブロック状に少量含む。盛土下層。

10ヽく2/2

～10cmの 礫 を多 く含む。径 5～ 10mmの焼土・炭化物粒 をやや多 く含む。
～3cmの 風化 した礫 を少量含む。径 5～ 10 amの炭化物 を少量含む .

働 (1′ 10YR3/3 暗褐色 シ,レ ト ややあり ぐやあり
陣 十 ・ 膨 イレ物 慾 ク～ 氏mm歩 小 魯 合 す|

ゆ
ltlYR2/2 黒褐色 シ,レ ト ややあり な し 径5～ 10帥の円礫を多く含む。黄褐色土粒を少量含む。

ジ(1い
② 10W馳/3 黒褐色 砂質シル ト ややあり な し 径5enlの 円礫を多く含む。焼土・炭化物粒を多く含む。鉄分を含む。

ジ(lA
⑥ 10ヽR3/2 黒褐色 シ,レ ト ややあり な し

径 5～ 10cmの 礫を多 く含む。貢褐色土シル トフロック径 3cm大 を多 く含む。
炭化物 と鉄分を多 く含む。

】Klい
④ 10ЧQ/3 黒褐色 シルト ややあり な し 径10cmの 礫を少量含む。黄褐色シル トブロックを少量含む。炭化物 鉄分少量含む。
XlA
∩ 10Ч電 /1 黒褐色 占土質シル ト あ り あ り 径3～ 5enの 礫を少量含む。鉄分を少量含む。炭化物を微量含む。

ジ(lB 10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト な し ややあり 径5emの礫を少量含む。炭化物・焼土粒を少量含む。黄色味がかった層。

ジ(1[
② 1鋭駕2/3 黒褐色 シ ,レ ト ややあり あ り

径3～5cmの 礫を少量含む。灰自色粘土粒、責褐色粘土粒径5～ 10DUを 少量含む。
膨 /レ助 か 小 毒 合 か

鬱く4 10ヽ家2/2 黒褐色 砂質シル ト な し な し
径 3～ 20cmの礫 を主 体 と した 層 。炭 化 物 少 量 。基 本 層 I層 と混 合 し、酷 似 して い るが 明 らか に
里 い理 十 歩砦 つ

SX3
① 10YR2/2 黒褐色 シ,レ ト あ り な し

径1～2mlの 焼土・炭化物を少量含む。黄褐色粘土ブロック径5～ 10mmを 少量含む。

関
②

10�l竜3/3 暗褐色 シルト あ り あ り
径 3～ 5cmの 出傑を少量宮む。灰化物  既土粒 を少量含む。
普楊缶対十ブロック馬～ 1 0mm歩小昌合か^RxR∩ Inや や明るい

鬱(3
0 10YR2/3 黒褐色 シリレト ややあり あ り

径3～ 5enの礫を微量混入する。焼土・炭化物・鉄分粒を少量含む。
匝白打●/‖′トブロぃ,力 小暑運ス

路の
10戦家3/3 増褐色 ン,レ ト ややあり あ り 径3～ 5cmの礫を少量混入す。炭化物微量含む。鉄分を多く含む。

Ⅱ 10YR4/4 褐色 砂 礫 な し な し 径1～20cmの礫を主体とした層。混入物の少ない段丘礫層 (中町段丘 )

こつく5 10YR3/1 黒褐色 砂質シル ト ややあり な し 径2～ 3mの礫を少量含む。径2～3mmの 焼土・炭化物粒を多く含む。鉄分を含む。

SXlA・ lB 東西ベル ト土層註記
層位

土  色
土 質

土 性
備 考

土色No 土  色 粘 性 しまり
少量。径 3～ 5mmの 鉄分粒 を多 く含む。

ややあり ややあ r 径 1～2mmの 炭イ
'10WW/2 黒褐色

10YR2/2 黒褐色 シリレト あ り ややあと
径25cal大 の半な円礫が上層に集中する。

焼土、炭化物粒少量。灰自色粒子を多く混入する

42300m皇 42300m」主

42300m二 L

蜘 m鷲

Pl,P2

Pl遺構埋土土層註記

層位
土  色

土  質
土  性

備 考
土色No 土  色 粘性 しまり

ロックを多く含む。径5cmの標を

第 35図 D tt SX2・ 鬱饂・Pl～ 3断面図
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第 36図 D区 出土遺物 (1)



第 37図 D区 出土遺物 (2)
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SXlA出土 磁器 。瓦観察表
壁物番

図版番号
土

況

出

状
種別 器 種 形状特徴

重量
成形 調整

髪   飾 胎土色 印 銘

など

製  作
備 考と録番 虞 径 製作地 製作年代

図361
」-18
図版 10-16 堅土層中 磁器 中鉢

浅丸形 底狭
鍔縁

ロクロ

削り高台
付
蜘
染

透

内 :禽鳥図
外 :切枝牡丹
に短冊 *

掻き

落とし
自色 底 〔銘
「乾J

肥前系 19C中
～後

鱒 縁内 高台 :暫

文, 半短冊内 :薄

山,内面 :擦痕

瓢36-2

J-19 図版
iO-17 里土層中 瑶 鯛徳利 端反形

ロクロ

ベタ底 釉

付

明

染

透
内 :―

外 :竹林文
コバ,レ ト

自色

ガラス晏

瀬戸

美濃系

19C後～
(明治～ )

底 :墨書「針嘉」

灘36-3

J-20 図版
10-18 里土層中 総 中碗

浅半球形

やや厚め
1065 365 1291

ロクロ

削り高合 釉

付

明

染

透

内 !―

外 :松竹文
白色 肥前系

18C後
～19C前

目36M
F-1 図版 10-20 量土層中 瓦 軒丸瓦 韓

・０．
躙
・７

型押 布目 内 :―

外 !縦三引厭
内面布目

色

れ

灰

″

暗

一
在地系

目37-1
H-1

図版 10-19 里土層中 瓦
鳥伏間

瓦 鶏
・４８

瓦当厚 型押 布目
貼付

内 :一

外 :九曜文
内画布目

色

色

灰

灰

暗

”
在地系

SXlB出土 磁器・陶器観察表
壁物番

図版番号
上

況

出

状
種別 器 種 形状特徴

法 量 (rrlm) 重量
成形・調整

装   飾 胎土色

胎質

印 銘

など
備 考と録番 口径 器 高 底径 絵付/釉薬 文   様 製作地 1製作年代

頸37-2

1-8 図版111 望土層Ⅲ 陶器 乗燭
皿形

舌状芯立
237
ロクロ 回転
糸切底,貼付 鉄釉

内

外 全面施釉 赤褐色 堤

３７
．
３

・
２‐ 図版 11-2 翌土層中 磁器 小碗 端反形 (86) 欠損 ロクロ

梁付 鉄釉

透明釉

内 :―

外 :文字文 コバルト
自色
ガラス宴

瀬戸 ,

美濃系

19C後～
(明治～)

図381
1-9 図版 11-3 埋土層軒 陶器 中鉢 丸 形

ロクロ

削り高台 灰釉

内

外 橙褐色 堤 ?
-19C

見込 :環状に灰釉
を塗布 その上に
日跡 (ゆ
畳付 :日跡 (2)

SX2出土 磁器・陶器 。土器観察表
豊物醤

図版番号
土

況

出

状
種別 器 種 形状特徴

法 最 (― l 重量
成形 調整

楽   飾 胎土色

胎質

印 銘

など

製  作
備 考≧録番 器高 虞 径 絵 付 /釉薬 文  様 装飾特徴 製作地 製作年代

図37望
主-10 図版 11望 埋土層嘩 土器 灯明具

形
底

開
ベ

71〔 欠撲
口
底

ロ

ベ

内

外
褐～

灰褐色
在地系 不明

口縁 :ス ス

タール付着

図37-5

1-11 図版 11-6 埋土層中 陶器 五寸皿 菊花形 欠損 (25) (6め 付高台

釉

釉

緑

灰
内 :菊花文

外 :菊花文 緑釉流し 責自色
炉
そ漉系
17C前
～中

見込 :擦痕

３８
．
２

・
２２

図

Ｊ 図版 11-5 埋土層中 鑑 大VII
形

め

丸

厚
1341 (641 久損 1157

削り高台

染付

透明釉

内 :―

外 :雪持章花)
灰自色

旧前系

度佐見

18C中
～後

くらわんか手

図38-3

と-12 図版
11-7 埋土層吋 陶器 水滴 菊花形

型押 貼付
ベタ底 御深井釉

内 :―

外 〔菊花形
底部無釉 灰自色

瀬戸

美濃系

17C前
～中

注目 :欠損

)-23 図版118 里土層中 麟 中碗 浅半球形
ロクロ

削り高台 付
噺
梁

透
内・外:氷裂批
菊花文散

白色
肥前系
18C後
19C前

P3出土 陶器観察表
図版番号

土

況

出

状
種別 器 種 形状特徴

法 最 lnml 重量

lg)
成形 調整

装   飾 胎土色

胎質

印 銘

など

製  作
備  考

口径 器高 底径 絵付/釉薬 文  様 装飾特徴 製作地 製作年代

瓢38黎

I-13 図版
119 埋土層牛 陶器 種at ベタ底 欠損

ロクロ

回転糸切底 欽 釉

内

外 内面櫛日 赤褥色 堤 ?
18C

0目 :8条 /25mr
言内壁立ち上がり|

吾滅,内 外 :翻団
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3 まとめ

D区の試掘調査は、 1箇所において行った。調査面積は 70だである。

遺構確認の結果、遺構は 7基検出された。遺物は 1,018点出土した。

検出された遺構は、新旧関係から 5時期にわたる。それらの時期は、 I層下面で検出された SXlA・ lBは幕末

から明治にかけての時期、Ⅱ層上面で検出された SX2は近世の可能性も考えられたが、SX3・ Pl・ 2・ 3の時期

は不明である。出土遺物は近世から明治にかけて多数出土しており、調査区周辺には近世の遺構が存在する可能性

があるが、調査面積が狭いこともあり、今後の課題とされる。
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第 39図 D区全体平面図

表 5 D区 出土遺物集計表
D   区 磁 器 陶器 妬 器 土器 瓦 鉄製品 ガラス 石器 合  計

基利習 I層 86124285C 863134,2964
2層 ユ 3137

49127876 41  272 31935 1,466 6 947 349122,0552
観(1熱Э 1 l1 1.5120
SXl熱③ 161   766 61   22 6 51 301 141166

説(lB 1,013 7 1331 9、 6947
説(lB② 7 161  848 2 296 2,317 975 361 3,6065
ミマlRイ6 l1    871

SX2 31  128 31   128
1層 71  683 2 1 201   2415

101 137702層 21   479 た 7

3層 2888 26+1,067 2 4 641 60738
SX3 説(3② l1  132 1324

SX30 1

還 構 外 5

合   計 524 5675 ,018180,8811
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Ⅷ .総括

この調査は、高速鉄道東西線建設事業に伴う確認・試掘調査として、仙台城跡およびその隣接地、川内A遺跡他

を対象として行った。調査区はA～ D区の 4箇所を設定し、野外調査は平成 16年 6月 14日 から9月 17日 に行った。

調査面積は 448�である。

1 各区の検 出遺構および出土遺物

A区 (仮称国際センター駅部 :川内A遺跡 )

No.1～ No.6ト レンチにおいて調査を行い、近世の遺構面を検出した。遺構は井戸跡 1基、土坑 2基、性格不

明遺構 6基、ピット8基が検出された。遺物の出土総数は 170点であり、陶磁器など年代は 17世紀～ 19世紀を

主とする。調査区周辺には近世の遺構が展開していることが考えられる◇また、縄文土器が出土したことから、縄

文時代の遺構が存在する可能性もある。

B区 (扇坂 トンネル部 :仙台城跡隣接地 )

No.1～ No.6ト レンチにおいて調査を行ったが、遺構は検出されなかった。遺物の出土総数は 5点である◇

C区 (亀岡トンネル部 :仙台城跡)

No.1～ No.5ト レンチにおいて調査を行い、近世の遺構面を検出した。遺構は性格不明遺構 7基、土坑 1基、ピッ

ト7基が検出された。遺物の出土総数は 36点であり、陶磁器などの年代は 17世紀～ 19世紀を主とする。調査区

周辺には近世の遺構が展開していることが考えられる。

D区 (仮称西公園駅部隣接地 )

調査区は 1箇所設定した。遺構は性格不明遺構 4基、ピット3基が検出された。遺物の出土総数は 1,018点で

ある。陶磁器などの時期は近世～明治にかけてである。調査区周辺には近世の遺構が存在する可能性はあるが、調

査面積が狭いこともあり、今後の課題とされる。

2 遺構の検 出面 と時期

調査の結果、 4箇所の調査区のうち、A区とC区には近世の遺構面が確認され、検出された遺構から、周辺にこ

の時期の遺構の展開が考えられた◇ B区では遺構は確認されなかった。D区では明確な近世の遺構は確認されてい

ない。

表 6 確認遺構数集計表

調査区
A区 B区 C区 D区 合 討

oヾ JNo.2 No.3 No.4 No.5 No.( No No.2 No3 No.4 No.5 No.6 No.l No.2 No 3 No.4 No.5

SK 2 1
つ
じ

SX 3 1 2 3 4 4

SE 1 1

P 2i 3 ０
じ 3 4 つ

じ
Ｏ
ｏ

合計 5 2 4 6 7 4 4 ，
‘ 39
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註

(1)松 本秀明 2001「地形から街を読む―地形分類のみかた一」『仙台空中写真集―社の都のいま、むかし』

仙台市環境局

(2)今 野印刷 1994『絵図・地図で見る仙台』に加筆

(3)藤 沢敦氏 (東北大学埋蔵文化財調査研究センター)の ご教示による。なお、藤沢氏には他のトレンチにおい

ても近世の遺構面について、ご教示いただいた。

(4)註 (3)に同じ

参考文献

仙台市教育委員会 2002『仙台城跡 1-平成 13年度調査報告書―』(仙台市文化財調査報告書 259集 )

仙台市教育委員会 2003『仙台城跡 2-平成 14年度調査報告書―』(仙台市文化財調査報告書 264集 )

仙台市教育委員会 2004『仙台城跡 3-平成 15年度調査報告書―』(仙台市文化財調査報告書 270集 )

仙台市教育委員会 2004『仙台城跡 4-平 成 15年度調査報告書―』(仙台市文化財調査報告書 271集 )

東北大学埋蔵文化財調査委員会 1992『東北大学埋蔵文化財調査年報 4・ 5』

東北大学埋蔵文化財調査研究センター 1997『東北大学埋蔵文化財調査年報  8』

東北大学埋蔵文化財調査研究センター 1999『東北大学埋蔵文化財調査年報 11』

東北大学埋蔵文化財調査研究センター 2000『東北大学埋蔵文化財調査年報 13』

仙台市博物館 2002『仙台市博物館調査研究報告 第 22号 平成 13年度』

九州近世陶磁器学会編 2002『 九州近世陶磁器学会 10周年記念九州陶磁の編年』

多治見市教育委員会 1993『美濃窯の焼 特集写真で見る美濃焼の歴史』

東北陶磁文化館 1987『東北の近世陶磁』

矢部良明ほか編 2002『角川日本陶磁大辞典』 角川書店



写 真 図 版





1.A区 着手前 (西より) 2.Att No.1ト レンチⅦ層上面遺構検出状況 (南より)

Att No lト レンチ東壁断面 (西より)

Att No lト レンチ SKl石器出土状況
1・ 工 |:i■
=:i ■. I t― ―.●|:|

Att No lト レンチ深掘部断面 (南より)

6.Att No 2ト レンチⅨ o�層上面確認状況 (東より)

8.Att No 3ト レンチ�層上面遺構検出状況 (南より)
図版 l A区 (1)

47

1章Ⅲ

1球 |

簾

'

7.Att No 2ト レンチ北壁断面 (南より)



学|こ

l Att No 3ト レンチ西壁断面 (東より)

Att No 4ト レンチXll層 上面遺構検出状況 (南より)

ittilll.1壊 1穣||う|● :■ |■||■■|
2 Att No 3ト レンチ西壁断面 (東より)

i`す
|― | |

転々泳
8 Att No 5ト レンチ北壁断面 (南より)

図版 2 A区 (2)

48

．　

．義
一

≡
群

一

く,ネ    .

1-|     .4

攀ぴ

Att No 5ト レンチ北壁断面 (南 より)



碁癬
■■新

|■■ぢ

施
,||オ |

1

浄||||II

liオ1

― ―|||li■ ||●  II
Att No 5ト レンチ SE l検出状況 (南より)

3 Att No 6ト レンチⅥ層上面確認状況 (南より)

5 A区  完了 (西よ り)

露
il■|||■

―
||||!!|||||||||||||||

Btt No lト レンチV層上面確認状況 (南東より)
図版 3 A区

No 5ト レンチ Pl～ 3・ こ浮【2遺構検出状況(西より)

6 B区  着手前  (北西より)

Btt No lト レンチ南壁断面 (北より)
B区 (1)(3

49

8

)。

4,Att No 6ト レンチ東壁断面 (西より)



Btt No 2ト レンチⅡ・Ⅵ層上面確認状況 (南東より) 2 Btt No 2ト レンチ南壁断面 (北より)
_..  _ 1   簸   …    

Ⅲl額 警  
‐

オ彗帝|
鸞
癬

麟
議
,|IIi
III I

●Ⅲ

3 Btt No 3ト レンチⅡ ,V層 上面確認状況 (南東より) 4 Btt No 3ト レンチ北壁断面 (南より)

6 Btt No 4ト レンチ南壁断面 (北より)
¢
(南東より)

No 5ト レンチⅡ・V・Ⅵ層上面確認状況(南東より)  8 Btt No 5ト レンチ東壁断面状況 (西より)
図版 4 B区 (2)
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独

森

5 Btt No 4ト レンチⅡ・Ⅲ・V層上面確認状況

B区



トレンチⅡa・ Ⅱdtt L面確認状況 (北西より)

Ctt No lト レンチV・ Ⅵ層上面遺構検出状況 (北西より)

4 Ctt No l・ 2ト レンチ着手前 (南より)

6 Ctt No lト レンチ東壁断面 (西より)

父出状況(北東より)  8
図版 5 B区 (3)・

Ctt No 2ト レンチ北壁断面 (南より)
C区 (1)

2 Btt No 6ト レンチ東壁断面 (西より)

3 B区  完了 (北西より)

7 Ctt No 2ト レンチV・ Ⅵ層上面遺構検出状況(北東より)
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1.Ctt No.2ト レンチ Pl～4遺構検出状況 (南西より) 2 Ctt No 2ト レンチ Pl土層断面 (東より)

トレンチ完了 (北より)

No.4ト レンチⅢ・Ⅳ・V層上面確認状況(南西より)  8,Ctt No.4ト レンチ西壁断面 (東より)
図版 6 C区 (2)
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トレンチ着手前 (西より)

5 Ctt No 3ト レンチⅡ・Ⅲ・Ⅷ層上面確認状況(北東より) 6,Ctt No.3ト レンチ西壁断面 (東より)



l Ctt No 3・ 4ト レンチ完了 (南西より)

5 Ctt No 5ト レンチ完了 (北東より)

ェ|=雑

|||||■ ||lilllllll l―
|.|'

完掘状況 (束より)

Ctt No 5ト レンチ着手前 (北東より)

Ctt No 5ト レンチ北壁断面 (南 より)

D区 着手前  (西より)

歳議顧飴 駆け 轟巖 1麟
７ D区

|=il工態争1111

図版 7 C区 (3)
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8 D区 完掘状況 (西より)
・ D区 (1)

荘格,r



【ユ111毒:,1とと,争 4
鏡 ,歳錢鶏轟臨隷募41i角 ,i承警|ふ

l D区  土層断面 1(東 より)

(南より) 4 D区 土層断面 4(南 より)

6 Dtt SX3 土層断面 (南 より)

7 Dtt P3土 層断面 (西より)
図版 8

8 D区 完了 (西より)
区 (2)
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嘩

Ⅷt 鶏錢腺
―
も

区

区

Ａ

Ａ

Att Nolト レンチ SX l出土遺物

6

Att No.1ト レンチ出土遺物

No 3ト レンチ出土遺物
No.4ト レンチ出土遺物

12・ 13・ 14            A区
15

図版 9 A区出土遺物
55

Att No.1ト レンチ出土遺物

11

Att No.1ト レンチ出土遺物

16

No.5ト レンチ SEl出土遺物
No.5ト レンチ出土遺物



鯵 鷺 韻
3             4

Ctt No,1ト レンチ 出土遺物

に

Att No.5ト レンチ SXl出土遺物

Ctt No.5ト レンチ 出上遺物

Dtt SXlA 出土遺物

Dtt SXlA 出土遺物
図版 10

Ctt No.5ト レンチ 出土遺物

攣鰺

驚

一一
簿

Dtt SXlA 出土遺物

D区

A区・ C区・D区出土遺物
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D区 OQB 出土遺物Dtt SXlB 出土遺物

Dtt SXlB 出土遺物

5

D区 0(2 出土遺物

D区 観Q 出土遺物

― ― ――
A謙

D区 鬱こ2 出土遺物

図版1l D区出土遺物
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D区 0磁 出土遺物 Dtt P3 出土遺物



報 告 書 抄 録

ふ りが な せんだいしこうそくてつどうとうざいせんかんけいいせきはっくつちょうさ(1)がいようほうこくしょ

書 名 仙台市高速鉄道東西線関係遺跡発掘調査(1)概要報告書

シリーズ名 仙台市文化財調査報告書

シリーズ番号 第289集

編 集 者 名 斎野裕彦・澁谷工信・北原正範

編集機 関 仙台市教育委員会

所 在 地 〒980-8671 宮城県仙台市青葉区国分町三丁目7番1号 TEL022(214)8893～ 8894

発行年月日 2005年 1月

ふ りが な

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド

】ヒ 緯 東 経 調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 因
市区町村 遺跡番号

かわうちえ―いせと

川内A遺跡

みやぎけんせんだいし

官城県仙台市

青葉区青葉山地内

04100

宮城県

01558

Ｗ
Υ
〆

発掘調査

20046.14

～2004917

448∬

仙台市高速鉄道

東西線建設に

伴う確認・試掘

調査

せんだいじょうあと

仙台城跡

宮城県仙台市

青葉区川内地内

宮城県

01033

38°

15′

36〃

配
∬
ｒ

所収遺 跡 名 種 別 主 な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

かわうちえ―いせき

川内A遺跡 散布地
その他の遺跡

縄文時代

江戸時代

井戸 。土坑

ピット

縄文土器

近世陶磁器

瓦

平成16年 7月 に遺跡登録

せんだいじょうあと

仙台城跡 城館跡 江戸時代 土坑・ピット

性格不明遺構

近世陶磁器

瓦

仙台市文化財調査報告書289集

仙台市高速鉄道東西線関係遺跡発掘調査(1)概要報告書

行

2005年 1月

仙台市教育委員会

宮城県仙台市青葉区国分町三丁目7番 1号

文化財課  022 (214)8898～ 8894

佐伯印刷株式会社

本 社 大分県大分市古国府■ 55-1
事業部 東京都渋谷区千駄ヶ谷5-26-5

代 木々シティーホームズ1101号

印 用1

預ユプ尋
古紙配合率70%再生紙を使用しています




